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同
窓
会
と
し
て
は
、
同
窓
会

会
則
第
14
条
に
基
づ
き
「
令
和

２
年
度
石
桜
同
窓
会
総
会
」
を

８
月
22
日
（
土
）
に
開
催
す
べ

く
「
第
１
回
総
会
対
策
特
別
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
」
を

２
月
17
日
に
開
催
し
協
議
、
準

備
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
本
年
の
総
会
の
催
事
担

当
回
生
は
０
の
付
く
回
生
の
当

番
で
新
10
回
生
、
新
20
回
生
、

新
30
回
生
、
新
40
回
生
を
中
心

に
新
し
い
催
事
に
向
け
て
準
備

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
我
が
国
に
お
い

て
も
発
生
し
、
国
で
は
「
緊
急

事
態
宣
言
」
を
発
令
し
、
同
特

別
措
置
法
に
基
づ

き
岩
手
県
で
も
不

要
不
急
の
外
出
を

自
粛
す
る
よ
う
通

達
が
発
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大

変
な
状
況
を
鑑
み

て
同
窓
会
と
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め

に
、
事
業
の
見
直

し
が
急
務
と
考
え

４
月
７
日
に
「
緊

急
正
副
会
長
会

議
」
を
招
集
し
、

全
て
の
行
事
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

特
に
総
会
開
催
の
是
非
に
つ

い
て
協
議
し
、
現
在
の
社
会
情

勢
で
は
開
催
は
不
可
能
と
の
決

論
で
中
止
を
決
定
し
、
本
年
度

は
学
年
理
事
、各
支
部（
地
域
・

職
場
）
代
表
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

代
表
の
役
員
で
「
書
面
決
議
」

で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
を
４
月
14
日
開
催
の

「
第
２
回
総
会
対
策
特
別
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
に
諮
り
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

　

催
事
担
当
回
生
に
つ
い
て
は

次
年
度
総
会
に
繰
り
越
し
て
０

■
日
大
石
桜
会
総
会
開
催

　

令
和
元
年
11
月
30
日
（
土
）

桜
山
神
社
前
「
花
の
屋
」
に
て
、

令
和
元
年
度
日
大
石
桜
会
総
会

が
16
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

事
務
局
長
庄
司
裕
（
新
17
回

生
）
の
司
会
で
始
ま
り
、
物
故

者
に
黙
祷
し
、
高
橋
保
夫
会
長

（
新
15
回
生
）
に
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
ご
来
賓
の
石
桜
同
窓
会

長
村
井
紀
之
様
、
衆
議
院
議
員

高
橋
比
奈
子
様
、
前
石
桜
同
窓

会
長
小
枝
指
博
様
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
前

に
幹
事
長
照
井
駿
一
（
新
17
回

生
）
よ
り
新
し
く
県
議
会
議
員

に
当
選
し
た
高
橋
康
介
君
（
新

59
回
生
）
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
益
々

ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ

り
同
窓
会
活
動
に
対
し
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
同
窓
会
行
事
も
順

調
に
進
ん
で
お
り
ま
し
た
折
、

後
半
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
で
、
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
卒
業
式
は
、
感

染
防
止
対
策
を
行
っ
た
う
え

で
、
規
模
を
縮
小
し
無
事
挙
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
同
窓
会
入
会

式
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

で
、
終
息
が
見
通
せ
な
い
社
会

情
勢
の
も
と
、
事
業
計
画
の
見

直
し
が
急
務
と
考
え
、
４
月
７

日
緊
急
正
副
会
長
会
議
を
開
催

し
、
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
令
和
２
年
８
月
22
日
開
催
予

定
の
石
桜
同
窓
会
総
会
を
中
止

し
、本
年
は
特
別
措
置
と
し
て
、

学
年
理
事
、
各
支
部
、
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
代
表
で
の
書
面
決
議
で
対

応
す
る
こ
と
に
決
定
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
又
、
同
窓
会
新
名

簿
発
刊
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
終
息
す
る
ま
で
延

期
と
し
、
そ
の
ほ
か
の
事
業
に

つ
き
ま
し
て
も
中
止
と
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
社
会
情
勢

の
中
、
変
則
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
対
し
て
、
何
卒
厳

し
い
現
状
を
ご
理
解
頂
き
、
ご

了
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

石
桜
同
窓
会
会
員
の
皆

様
、
日
頃
よ
り
母
校
岩
手

中
・
高
に
多
大
な
る
ご
協
力

を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
同
窓
生

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
令
和
２

年
は
、
世
界
的
に
猛
威
を
振

る
う
感
染
症
と
と
も
に
明
け

た
観
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
方

の
職
場
や
ご
家
庭
、
ご
子
弟

の
学
校
な
ど
で
も
大
変
な
ご

苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
と
ご
推

察
い
た
し
ま
す
。
我
が
岩
手

中
・
高
で
は
３
月
の
卒
業
式

は
来
賓
な
し
、
時
間
も
短
縮

し
て
何
と
か
挙
行
い
た
し
ま

し
た
が
、
学
年
末
考
査
が
終

了
す
る
と
同
時
に
政
府
に
よ

る
一
斉
休
校
が
発
令
さ
れ
、

そ
の
ま
ま
春
休
み
に
突
入
。

終
業
式
及
び
村
井
伸
吾
前
校

長
先
生
の
離
任
式
も
中
止
と

な
り
、
大
変
残
念
な
年
度
末

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
村
井
伸
吾
前
校
長
よ

り
お
預
か
り
し
た
「
石
桜
同

窓
会
の
皆
様
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
石
桜
同
窓

会
の
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま

す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
新
年
度
も
ま
た
、
入

学
式
は
新
入
生
と
各
ご
家
庭

保
護
者
１
人
の
参
列
と
制
限

を
つ
け
ざ
る
を
得
ず
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
十
分
な
座
席
間

の
配
慮
、
で
き
る
だ
け
時
短

に
努
め
る
な
ど
、
新
入
生
の

希
望
に
満
ち
た
表
情
が
そ
が

れ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
に
と
も
な
っ
て
、
各
種

大
会
が
自
粛
や
中
止
と
な
り
、

一
生
懸
命
部
活
の
練
習
に
励

ん
で
い
た
生
徒
た
ち
、
特
に

も
中
学
・
高
校
の
３
年
生
は
、

各
種
大
会
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選

　

母
校
で
は
、
今
春
、
第
９
代

学
校
長
の
村
井
伸
吾
先
生
が
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
村
井
先
生
に

は
、
質
実
剛
健
の
石
桜
精
神
の

基
に
、多
く
の
後
輩
を
育
成
し
、

新
た
な
石
桜
の
伝
統
づ
く
り
に

ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て

深
く
敬
意
を
表
し
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
後
任
に
は
和
田
健

一
郎
先
生
（
第
30
回
卒
）
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
事
業
と
予
算
の
全
体

的
な
見
直
し
を
図
り
、
緊
縮
予

算
を
組
み
、
会
計
の
適
正
化
を

図
る
努
力
を
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
近
年
の
少
子
化
に
よ
る
生

徒
数
減
に
伴
な
う
卒
業
時
会
費

も
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

同
窓
会
運
営
が
さ
ら
に
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
厳
し
い
状
況
の
中

で
も
、
先
日
、
永
年
に
渡
り
同

窓
会
活
動
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ

る
先
輩
よ
り
寄
付
の
お
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
。傘
寿
を
迎
え
、

自
己
の
会
社
も
引
退
し
た
の

で
、
石
桜
同
窓
会
へ
寄
付
を
し

た
い
と
の
こ
と
で
、
あ
り
が
た

く
お
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
母
校
愛
に
燃
え
る
素
晴

ら
し
い
同
窓
生
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
、
改
め
て

心
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ご
支

援
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
母
校
の
限
り
な

い
発
展
と
、
会
員
各
位
の
益
々

の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

た
。

　

総
会
で
は
、
会
務
・
会
計
報

告
と
日
本
大
学
校
友
会
岩
手
県

支
部
総
会
の
報
告
が
庄
司
裕
よ

り
あ
り
、
ま
た
、
石
桜
同
窓
会

へ
の
賛
助
金
の
継
続
に
つ
い
て

の
提
案
が
照
井
駿
一
幹
事
長
よ

り
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
三

つ
の
議
案
は
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
あ
と
、
懇
親
会
に
入

り
乾
杯
の
音
頭
を
田
鎖
康
誠
前

会
長
（
新
６
回
生
）
に
と
っ
て

い
た
だ
き
参
加
者
全
員
の
近
況

報
告
な
ど
で
夜
遅
く
ま
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

 

（
文
責
・
庄
司　

裕
）

■
令
和
元
年
度
雫
石
石
桜
会
総

会
を
開
催

　

雫
石
石
桜
会
総
会
を
令
和
２

年
３
月
21
日
午
後
６
時
よ
り
雫

石
・
上
野
旅
館
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

石
桜
同
窓
会
よ
り
来
賓
と
し

て
村
井
会
長
、
赤
澤
常
任
理
事

に
出
席
を
賜
り
、
会
員
12
名
、

総
計
14
名
の
出
席
者
で
し
た
。

　

総
会
は
藤
村
正
彦
（
新
16
回

生
）
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
続
い
て
佐
々
木
利
之

（
新
10
回
生
）
会
長
の
挨
拶
、

石
桜
同
窓
会
村
井
紀
之
（
新
18

支
部
だ
よ
り
①

前年の総会の様子

校
長
挨
拶

会 長 挨 拶
石桜同窓会会長　村 井 紀 之

総会開催中止総会開催中止

岩
手
中
学
校
・

岩
手
高
等
学
校
校
長

和
田　

健
一
郎

の
付
く
回
生
が

担
当
す
る
こ
と

も
併
せ
て
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
経
過
と

結
果
に
つ
い
て

５
月
14
日
に
緊

急
常
任
理
事
会

を
開
催
し
協
議

す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た

が
、
三
密
の
関

係
で
開
催
が
不

可
能
に
な
り
文

書
に
よ
る
経
過

報
告
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
６
月

15
日
に
「
正
副

会
長
会
議
」
を

開
催
し
て
今
回

の
緊
急
措
置
の
再
確
認
と
各
議

案
に
つ
い
て
審
議
済
み
で
あ
る

こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
会
員
全
員
に

「
書
面
決
議
」
を
し
て
頂
く
の

が
筋
で
す
け
れ
ど
、
特
例
処
置

と
し
て
役
員
に
賛
否
を
問
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
何
卒
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
「
書
面
決
議
」
の
結
果
に
つ

い
て
は
本
紙
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
ご
参
照
し
て
頂
く
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

手
や
中
心
部
員
と
し
て
活
躍

す
る
は
ず
で
あ
っ
た
機
会
を

失
い
、
意
気
消
沈
す
る
結
果

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

私
た
ち
教
職
員
は
何
と
か
生

徒
諸
君
の
気
持
ち
を
切
ら
さ

ず
、
新
た
な
目
標
を
定
め
て

邁
進
す
る
よ
う
に
励
ま
し
続

け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
た
め
に
は
同
窓

会
諸
兄
の
激
励
は
大
変
心
強

い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
何
か
と
お
世
話

に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

回
生
）
会
長
よ
り
挨
拶
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

　

議
事
は
事
業
報
告
と
決
算
、

監
査
報
告
、事
業
計
画
と
予
算
、

役
員
改
選
に
つ
い
て
、
議
案
説

明
は
瀬
川
卓
也
（
新
38
回
生
）

事
務
局
副
局
長
が
担
当
し
、
全

議
案
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

役
員
改
選
は
長
年
会
の
先
頭

に
な
っ
て
貢
献
の
あ
っ
た
佐
々

木
会
長
の
勇
退
に
伴
い
、
新
会

長
に
福
島
裕
也
（
新
13
回
生
）

さ
ん
を
選
出
し
、
本
人
も
快
く

引
き
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。

　

福
島
新
会
長
の
就
任
あ
い
さ

つ
と
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
に

入
り
ま
し
た
。

　

佐
々
木
前
会
長
へ
の
ね
ぎ
ら

い
の
話
、
橋
場
線
（
現
田
沢
湖

線
）
で
の
汽
車
（
列
車
）
通
学

の
思
い
出
話
、
部
活
の
こ
と
、

母
校
の
現
状
、
な
ど
あ
ち
こ
ち

で
話
の
輪
が
出
来
て
夜
の
更
け

る
の
も
忘
れ
て
と
て
も
賑
や
か

な
、
楽
し
い
懇
親
会
で
し
た
。

■
今
年
も
宮
古
地
区
石
桜
同
窓

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

年
号
が
改
ま
り
、
恒
例
の
第

５
回
目
と
な
っ
た
宮
古
地
区
石

桜
同
窓
会
が
昨
年
12
月
11
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

年
末
を
控
え
同
窓
の
皆
様
が
忙

し
さ
を
増
す
中
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

会
場
は
い
つ
も
の
堀
田
尚
志

氏
（
新
14
回 

昭
和
37
年
卒
）

の
経
営
す
る
「
レ
ス
ト
ラ
ン
ほ

り
た
」に
村
井
伸
吾
校
長
先
生
、

村
井
紀
之
同
窓
会
会
長
さ
ん
と

武
藤
正
吾
副
会
長
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
17
名
の
同
窓
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
実
行
委
員
長
の
後
藤

康
文
氏
は
急
遽
、
所
用
の
た
め

欠
席
と
な
り
ま
し
た
。司
会
は
、

佐
藤
省
次
（
筆
者
・
新
20
回 

昭
和
43
年
卒
）
の
進
行
で
始
ま

り
ま
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
は
、
後
藤
康
文

先
生
が
受
賞
さ
れ
た
読
売
新
聞

社
か
ら
の
「
岩
手
県
医
療
功
労

賞
」
及
び
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

の
「
医
療
功
労
賞
」
受
賞
の
祝

賀
会
が
昨
年
４
月
27
日
に
宮
古

市
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
時

の
様
子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

物
故
者
へ
の
黙
と
う
に
続
い

て
、
実
行
委
員
長
代
理
の
齋
藤

榮
三
氏
（
新
８
回 

昭
和
31
年

卒
）
が
後
藤
委
員
長
の
欠
席
を

詫
び
て
の
ご
挨
拶
が
あ
り
、
引

き
続
き
ご
来
賓
の
村
井
校
長
先

生
か
ら
高
校
生
の
進
路
状
況
や

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
山
岳
部
、

囲
碁
将
棋
部
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活

動
の
活
躍
そ
し
て
中
学
校
生
徒

達
の
生
き
生
き
と
し
た
学
校
生

活
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
井
同
窓
会
会
長
さ

ん
か
ら
は
、
石
桜
同
窓
会
へ
の

賛
助
会
費
の
ご
協
力
の
感
謝
と

先
の
理
事
会
や
総
会
の
様
子
や

令
和
２
年
度
版
の
「
石
桜
同
窓

会
会
員
名
簿
」
作
成
の
準
備
を

進
め
て
お
り
同
窓
の
皆
様
の
住

所
な
ど
の
情
報
提
供
や
広
告
費

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

乾
杯
は
同
窓
会
副
会
長
の
武

藤
正
吾
様
の
音
頭
で
懇
談
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル
で

隣
り
合
わ
せ
た
先
輩
後
輩
、
同

級
生
の
間
の
挨
拶
や
談
笑
が
和

や
か
に
続
く
中
、
新
た
に
参
加

さ
れ
た
金
子
修
助
氏
（
新
18
回 

昭
和
41
年
卒
・
普
代
村
）
と
小

笠
原
正
基
氏
（
新
33
回 

昭
和

54
年
卒
・
宮
古
警
察
署
）
へ
の

歓
迎
の
拍
手
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ

自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
談
は
、
記
念
撮
影
の
後
、

校
歌
、
応
援
歌
、
ラ
グ
ビ
ー
応

前年の総会の様子
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第 45号 令和２年８月25日　（火曜日） 　（2）石 桜 同 窓 会 報

石 桜 同 窓 会

賛 助 会 費
令和元年 6月 1日～令和 2年 5月 31 日

（団体名） (金額)
日大石櫻会 20,000
　　　小　　　計 1,490,000
　　　手　数　料 53,084
　　　合　　　計 1,436,916
（2019/6/1～2020/5/31）

１6 年目もありがとうございました。１6 年目もありがとうございました。
～今回は～今回は 1,436,916 円1,436,916 円となりました～となりました～

賛
助
会
費
フ
ェ
ロ
ー
賞

・
個
人

藤　

根　

俊　

一（
新
29
回
）

加　

藤　
　
　

惠（
新
４
回
）

八
重
樫　

金
十
郎（
旧
11
回
）

中　

村　

一　

雄（
旧
15
回
）

滝　

川　

忠　

夫（
旧
13
回
）

村　

上　

照
五
郎（
新
２
回
）

下
河
原　

善
嗣
郎（
新
５
回
）

足　

澤　
　
　

至（
旧
15
回
）

櫻　

井　
　
　

勇（
中
学
２
回
）

大　

森　

敬
一
郎（
中
学
４
回
）

竹　

花　

國　

夫（
新
８
回
）

東　

野　

久　

松（
新
７
回
）

佐　

藤　

忠　

男（
新
12
回
）

金　

子　

眞　

也（
新
37
回
）

小　

林　

泰　

宏（
新
９
回
）

小
枝
指　
　
　

博（
新
９
回
）

高　

宮　

昭　

平（
旧
18
回
）

金　

子　

眞　

也（
新
37
回
）

菅　

野　

恒　

治（
新
10
回
）

高　

橋　

浩　

二（
新
20
回
）

金　

子　

眞　

也（
新
37
回
）

川　

村　

武　

雄（
旧
９
回
）

中　

村　

一　

雄（
旧
15
回
）

中　

村　
　
　

實（
新
10
回
）

佐
々
木　

利　

之（
新
10
回
）

大　

宮　
　
　

弘（
新
12
回
）

後　

藤　

康　

文（
新
８
回
）

彭　

振　
　
　

貴（
旧
13
回
）

髙　

橋　

龍　

次（
新
23
回
）

藤　

田　

雄　

平（
新
６
回
）

山　

口　

眞　

吉（
旧
11
回
）

石　

井　
　
　

隆（
新
10
回
）

村　

井　

紀　

之（
新
18
回
）

西
在
家　
　
　

寛（
旧
18
回
）

中　

村　

一　

雄（
旧
15
回
）

佐　

藤　

忠　

男（
新
12
回
）

柴　

田　

義　

春（
新
11
回
）

三　

浦　
　
　

学（
新
10
回
）

・
団
体

第
５
期
会

日
大
石
櫻
会

石
桜
35
会

新
11
回
生
同
期
会

支
部
だ
よ
り
②

（個人名） （金額）（回生）
鷹 觜 達 衛 4,000 旧 16
高 宮 昭 平 100,000 旧 18
小　原　啓三郎 2,000 1
本 間　　 典 4,000 1
佐々木　哲　孝 2,000 1
渡　辺　勇次郎 2,000 2
池 野 和 夫 2,000 2
小野寺　健　哉 4,000 2
藤　村　　　敏 6,000 2
木 村 榮 作 2,000 3
吉 田 光 政 2,000 3
上 田 勝 彦 2,000 4
立　花　茂理栄 2,000 4
高 山 一 元 20,000 4
藤　澤　　　實 2,000 4
小野寺　　　哲 10,000 4
小泉　仁左衛門 2,000 5
佐 藤 義 正 10,000 5
瀬 川 雅 三 2,000 5
佐々木　美　隆 4,000 5
佐 藤 義 正 10,000 5
高 田 裕 功 60,000 5
音　辻　　　亨 2,000 5
渡　邊　真由美 2,000 5
小泉　仁左衛門 2,000 5
西 島 康 之 6,000 5
宇夫方　康　夫 2,000 6
宇夫方　康　夫 2,000 6
城 守 英 彦 2,000 6
小野寺　龍　三 10,000 6
及 川 省 治 2,000 6
田 鎖 康 誠 2,000 6
栗　栖　保之助 4,000 7
古 川 知 義 2,000 7
山 本 充 夫 6,000 7
藤　村　　　隆 2,000 7
伊 藤 一 也 10,000 7
駒 井 蓉 一 2,000 7
土 村 金 雄 2,000 7
伊 藤 健 次 2,000 7
吉　田　健一郎 4,000 7
立 花 宏 章 2,000 7
宮 永 弘 守 4,000 7
竹 花 國 夫 10,000 8
髙 木 智 徳 2,000 8
髙 木 智 徳 2,000 8
根 田 幸 悦 2,000 8
鎌　田　耕一郎 2,000 8
兼　平　甚三郎 2,000 8
竹 花 國 夫 10,000 8
工 藤 邦 夫 2,000 8
平　井　　　衛 2,000 8
小枝指　　　博 2,000 9
榎 本 喜 七 2,000 9
小 林 泰 宏 20,000 9
磯 崎 公 一 2,000 9
小枝指　　　博 2,000 9
太 田 和 夫 2,000 9
府 金 利 廣 4,000 9
熊 谷 泰 彦 2,000 9
菊 地 俊 一 10,000 9
小 林 泰 宏 20,000 9
宇土澤　廣　司 10,000 9
佐々木　英　雄 20,000 9
赤 澤 征 夫 2,000 9
中 村 光 紀 2,000 10

平　井　興太郎 10,000 10
吉 田 充 孝 2,000 10
菊 池 敬 志 2,000 10
松 岡 直 彦 2,000 10
重 茂 佳 伸 2,000 10
石　井　　　隆 2,000 10
杉　村　　　衛 2,000 10
中 村 光 紀 2,000 10
小田島　　　認 2,000 11
菅 原 國 嘉 2,000 11
小 原 幸 司 4,000 11
小 田 耕 輝 2,000 11
吉 田 徳 三 10,000 12
鎌 田 静 稔 2,000 12
石　村　　　亘 2,000 12
田 村 隆 一 2,000 12
吉　田　　　武 4,000 12
千 田 和 弘 2,000 12
菅 原 紀 繁 2,000 12
猿 舘 宣 明 2,000 12
田 沼 勝 雄 2,000 12
細　川　　　正 4,000 12
菊 池 雄 二 2,000 12
小苅米　淳　一 10,000 13
矢羽々　俊　雄 10,000 13
小苅米　淳　一 6,000 13
吉 田 明 夫 4,000 13
谷　村　　　力 2,000 13
佐 藤 勝 彦 2,000 13
長谷川　哲　吾 2,000 13
菊 地 輝 之 2,000 13
佐 藤 寛 治 2,000 13
福 田 武 彦 4,000 13
小 原 紀 彰 20,000 13
中 村 栄 孝 4,000 14
佐 藤 弘 吉 10,000 14
花 舘 和 衛 5,000 14
武 藤 正 吾 10,000 14
瀬 川 深 志 4,000 14
佐 藤 弘 吉 10,000 14
立 花 鐵 夫 2,000 14
小　林　　　隆 2,000 14
森 田 眞 司 2,000 14
矢 澤 俊 夫 4,000 14
似　内　　　裕 6,000 15
似　内　　　裕 10,000 15
細谷地　祐　助 2,000 15
藤 倉 健 吾 2,000 15
浦 田 秀 夫 4,000 15
栃 内 秀 彦 10,000 15
上　野　　　眞 2,000 16
多 田 義 彦 4,000 16
佐　藤　　　正 2,000 16
見 世 久 也 2,000 16
伊 藤 勢 至 10,000 17
柴 田 厚 郎 10,000 17
中 澤 正 博 2,000 17
泉 田 栄 一 2,000 17

久 慈 喜 彦 2,000 17
佐　藤　　　孝 2,000 17
小笠原　秀　孝 10,000 17
小 野 義 郎 2,000 17
藤 枝 順 一 2,000 17
餘 目 英 男 2,000 17
照 井 駿 一 4,000 17
小笠原　常　之 10,000 17
對 馬 正 宜 2,000 17
藤 尾 東 泉 4,000 17
櫻 井 一 男 2,000 17
柴 田 厚 郎 10,000 17
伊 藤 勢 至 10,000 17
後　藤　　　尚 20,000 17
細 矢 邦 夫 2,000 17
平　野　　　均 2,000 17
米 谷 春 夫 10,000 18
谷 藤 芳 榮 10,000 18
古 山 明 廣 2,000 18
髙 橋 秀 彦 10,000 18
斉　藤　　　誠 4,000 18
間 瀬 半 蔵 10,000 18
兼 平 俊 朗 2,000 18
照 井 武 彦 2,000 18
村 田 憲 正 2,000 18
村 井 紀 之 20,000 18
井 上 利 一 2,000 18
吉 田 勝 次 2,000 18
竹 原 純 悦 2,000 18
谷 藤 芳 榮 6,000 18
宮 博 4,000 18
小山田　舜次郎 4,000 18
佐　藤　啓二郎 2,000 18
難 波 保 夫 2,000 19
浦 田 栄 治 2,000 19
金 沢 正 明 20,000 19
浦 田 栄 治 2,000 19
菊 地 英 記 2,000 19
鷲 塚 正 義 2,000 20
泉 澤 則 夫 4,000 20
松 浦 雅 嗣 10,000 20
貫 洞 利 一 2,000 20
花 井 裕 一 2,000 20
遠 藤 勝 己 10,000 20
高 橋 隆 一 2,000 20
池　田　　　健 10,000 20
吉 江 修 造 2,000 20
千 葉 満 夫 2,000 20
佐 藤 義 和 2,000 20
小田島　祥　司 4,000 20
中 村 勇 一 4,000 20
田 中 健 一 2,000 20
佐 藤 省 次 2,000 20
小 原 政 憲 4,000 20
小 泉 邦 義 10,000 21
髙 松 三 郎 10,000 21
宮 澤 俊 次 10,000 21
遠 藤 哲 雄 4,000 21

相　馬　　　敬 2,000 21
佐 藤 伸 一 4,000 21
栃 内 秀 士 10,000 21
吉 田 行 夫 5,000 21
髙 橋 明 典 2,000 22
工 藤 清 人 2,000 22
菊 地 弘 之 4,000 22
髙 橋 明 典 2,000 22
村　上　　　修 10,000 23
三田地　成　幸 2,000 23
古 賀 和 俊 10,000 23
三田地　成　幸 2,000 23
佐々木　哲　也 20,000 23
川 村 市 宜 10,000 24
上 村 章 夫 4,000 24
吉 田 一 美 2,000 24
吉 田 祐 一 2,000 25
吉 田 祐 一 2,000 25
晴 山 弘 己 10,000 25
佐々木　正　博 4,000 25
藤 村 茂 信 10,000 25
向井田　隆　生 4,000 25
千 葉 昭 彦 2,000 25
佐　藤　　　順 4,000 25
平 野 嘉 男 4,000 25
古 武 誠 治 4,000 26
上 田 公 一 2,000 26
沼 田 陽 一 2,000 26
三 浦 由 太 2,000 26
畠　山　　　弘 2,000 26
金 谷 純 一 2,000 27
山 崎 稲 造 2,000 27
足　澤　　　匡 2,000 27
金 谷 純 一 2,000 27
立 花 春 男 2,000 27
菱 谷 和 彦 2,000 28
山 村 久 夫 2,000 29
内 堀 拓 也 10,000 30
佐　藤　　　学 2,000 30
藤　澤　　　透 2,000 30
中 村 義 明 10,000 30
谷 藤 雅 俊 10,000 30
内 堀 拓 也 20,000 30
鈴 木 裕 一 10,000 31
鈴 木 俊 哉 10,000 32
久保田　仁　恒 2,000 32
宮　野　　　修 2,000 32
鳥　居　　　智 4,000 34
工　藤　　　優 2,000 34
工　藤　　　剛 10,000 34
堀　口　　　豊 10,000 35
岩 渕 俊 明 2,000 35
舘 澤 一 史 3,000 35
竹 花 國 信 5,000 36
渡 辺 昌 文 2,000 36
青 木 修 治 10,000 36
竹 花 國 信 5,000 36
石　井　　　渉 2,000 37

池　野　敬太郎 2,000 38
小　林　　　純 2,000 39
竹 花 純 司 5,000 41
菊　地　　　大 10,000 41
東 本 茂 樹 4,000 41
浅 沼 滋 雄 6,000 41
柴 田 克 則 2,000 42
松 浦 真 司 2,000 42
武 田 隆 継 10,000 43
村　上　振一朗 2,000 43
千　葉　　　基 2,000 43
齋 藤 恵 亮 4,000 43
山 崎 一 朗 4,000 43
藤　原　　　誠 6,000 44
白 戸 一 隆 10,000 44
前 野 純 一 4,000 45
宮　崎　　　力 10,000 49
渡 辺 元 気 10,000 49
大 橋 潤 一 2,000 50
本 多 真 之 2,000 52
客　本　正太郎 2,000 52
宍　戸　　　透 2,000 54
中 村 彰 宏 2,000 54
千 葉 将 隆 2,000 55
宮 澤 遼 平 2,000 56
吉 田 大 祐 2,000 59
吉 田 大 祐 2,000 59
高 橋 康 介 2,000 59
佐　藤　　　裕 4,000 61
三 上 誉 人 2,000 62
野　中　　　凌 2,000 62
佐々木　　　駿 2,000 63
浅 沼 賢 介 2,000 63
板 澤 孝 哲 2,000 64
佐々木　駿　介 2,000 64
星　　　光　峻 2,000 64
板 澤 孝 哲 2,000 64
澤 井 瑠 架 2,000 65
武 田 幸 直 2,000 65
櫻 井 飛 嘉 2,000 66
太田代　希　唯 2,000 66
長 澤 央 樹 2,000 67
田 中 尚 太 2,000 67
佐 藤 晃 輔 2,000 67
坂 井 和 樹 2,000 68
馬 渕 嵩 也 2,000 68
藤 田 隆 幸 2,000 69
佐々木　裕太郎 2,000 69
吉清水　秀　讓 2,000 69

援
歌
が
流
れ
る
な
か
、
マ
イ
ク

の
前
で
の
病
気
自
慢
や
爆
笑
コ

メ
ン
ト
が
続
く
な
ど
賑
や
か
な

う
ち
に
過
ぎ
、
榊
正
志
氏
（
新

15
回 

昭
和
38
年
卒
）
の
中
締

め
の
ご
発
声
の
後
、
全
員
で
校

歌
を
四
番
ま
で
斉
唱
し
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
会
の
模
様
を
同

窓
会
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
ご
覧
の
宮
古

市
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め
の

同
窓
の
方
で
、
開
催
通
知
が
届

い
て
い
な
い
方
は
、
是
非
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

特
に
住
所
が
変
わ
っ
た
方
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先

〒
０
２
７

０
０
９
６

宮
古
市
崎
鍬
ケ
崎
９

39

62

佐
藤
省
次（
さ
と
う
し
ょ
う
じ
）

　
　
　

新
20
回　

昭
和
43
年
卒

℡０
９
０

１
０
６
３

７
０
７
３

メ
ー
ル

shosat@
viola.ocn.ne.jp

 

（
文
責
・
佐
藤
省
次
）

■
県
庁
職
員
石
桜
会
懇
親
会
を

開
催

　

県
庁
職
員
石
桜
会
懇
親
会
を

令
和
２
年
３
月
16
日
午
後
７
時

に
盛
岡
・
味
勢
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

出
席
者
は
来
賓
の
村
井
石
桜

同
窓
会
会
長
も
含
め
て
10
名

で
、
県
議
改
選
、
初
当
選
し
た

同
窓
生
４
名
と
会
員
５
名
で
し

た
。

　

趣
旨
は
初
当
選
し
た
県
議
と

の
初
顔
合
わ
せ
と
懇
親
会
で
し

た
。

　

会
長
挨
拶
で
始
ま
り
、
同
窓

会
会
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き
、
自

己
紹
介
と
続
き
乾
杯
で
懇
親
会

に
入
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
今
後
の
会
の
活

動
方
針
等
を
話
し
合
い
、
先
ず

４
月
19
日
午
前
７
時
よ
り
「
石

割
桜
に
向
か
っ
て
校
歌
を
歌
う

会
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
母
校
の
こ
と
、
学
生

時
代
、
特
に
部
活
の
こ
と
、
お

世
話
に
な
っ
た
恩
師
の
消
息

等
々
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
と

て
も
有
意
義
な
楽
し
い
懇
親
会

で
し
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　

● 

石
割
桜
に
向
か
っ
て
校
歌
を

歌
お
う

　

令
和
２
年
４
月
19
日
午
前
７

時
よ
り
石
割
桜
に
隣
接
す
る
県

庁
議
会
棟
で
８
名
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

天
気
予
報
は
雨
で
し
た
が
開

始
時
間
に
は
小
降
り
と
な
り
、

参
加
者
全
員
で
元
気
に
大
き
な

声
で
校
歌
を
４
番
ま
で
熱
唱
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予

防
の
た
め
２
ｍ
間
隔
を
開
け
て

の
開
催
で
し
た
。
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（3）　 令和２年８月25日　（火曜日） 第 45号石 桜 同 窓 会 報

同 
期 

会

■
新
11
回
生　

岩
手
高
校
卒
業

60
周
年
と
傘
寿
を
祝
う
会
を

開
催
し
ま
し
た

　

令
和
元
年
10
月
26
日
（
土
）

午
前
11
時
30
分
よ
り
盛
岡
「
利

衛
門
」
に
於
い
て
新
11
回
生
の

「
岩
手
高
校
卒
業
60
周
年
と
傘

寿
を
祝
う
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
来
賓
と
し
て
恩
師
の
足
澤

禮
子
先
生
と
村
井
紀
之
石
桜
同

窓
会
会
長
に
出
席
を
賜
り
ま
し

た
。

　

出
席
者
は
20
名
で
司
会
進
行

は
横
矢
裕
君
が
担
当
し
て
、
最

初
に
恩
師
、
同
窓
生
の
物
故
者

に
黙
祷
を
捧
げ
て
会
は
進
行
し

ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
を
４
番
ま

で
威
勢
よ
く
熱
唱
し
記
念
写
真

を
撮
影
し
ま
し
た
。

　

小
原
幸
司
代
表
幹
事
よ
り
開

会
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
祝

辞
を
村
井
同
窓
会
長
、
恩
師
足

澤
禮
子
先
生
よ
り
祝
辞
を
頂

き
、
乾
杯
は
仙
台
在
住
の
横
田

英
司
君
の
音
頭
で
懇
親
会
の
開

始
で
す
。

　

懇
親
会
で
学
生
時
代
の
思
い

出
話
、
部
活
の
苦
し
く
も
楽
し

か
っ
た
青
春
時
代
の
話
に
続
き

や
は
り
病
気
、
薬
等
の
健
康
の

話
と
続
き
ま
し
た
。

　

昼
時
の
会
合
で
あ
り
お
酒
が

入
っ
て
も
中
々
酔
い
が
回
ら
ず

比
較
的
ま
じ
め
な
懇
談
で
し
た
。

　

新
11
回
生
の
同
期
会
は
解
散

が
決
ま
っ
て
お
り
、
な
か
な
か

閉
会
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今

後
の
人
生
を
健
康
に
気
を
付
け

て
元
気
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

と
お
互
い
握
手
と
肩
を
た
た
き

あ
い
散
会
し
ま
し
た
。

■
紫
桜
会
（
新
18
回
生
）

同
期
会
を
開
催

　

新
18
回
生
同
期
会
を
令
和
元

年
11
月
16
日
に
10
名
参
加
で
繋

温
泉
「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
は
熊
谷
健
治
君
が

務
め
、
最
初
に
村
井
紀
之
会
長

よ
り
石
桜
同
窓
会
会
長
を
無
事

務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
の
は

新
18
回
生
の
同
期
の
皆
さ
ん
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
あ
っ
て
の
こ
と

と
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
、
今
回

の
同
期
会
は
参
加
者
は
10
名
と

少
な
い
が
、
お
互
い
に
語
り
合

い
楽
し
い
会
に
し
た
い
旨
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
乾
杯
の
音
頭
は
伊
藤

一
美
君
の
威
勢
の
良
い
掛
け
声

で
懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
近
況
報
告
の
交

換
会
で
病
気
、
医
者
、
薬
等
の

話
題
も
多
か
っ
た
が
、
や
は
り

学
生
時
代
の
苦
し
か
っ
た
が
楽

し
か
っ
た
部
活
の
思
い
出
話
、

ま
た
、
出
席
出
来
な
か
っ
た
同

期
生
の
安
否
の
話
題
等
も
あ

り
、
に
ぎ
や
か
に
語
り
合
い
、

ま
だ
語
り
つ
く
せ
な
い
話
は
場

所
を
変
え
て
会
長
の
部
屋
で
夜

の
更
け
る
の
も
忘
れ
語
り
合

い
、
と
て
も
有
意
義
で
楽
し

か
っ
た
同
期
会
で
し
た
。

■
新
19
回
生
同
期
会
を
開
催

　
「
岩
手
高
校
新
19
回
生
同
期

会
」
が
令
和
元
年
11
月
23
日
、

同
期
生
の
八
重
樫
仁
君
が
経
営

す
る
盛
岡
市
中
央
通
り
の
〝
串

え
〞
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
く
は
横
浜
市
か
ら
石
川
幸

雄
君
、
札
幌
市
か
ら
佐
藤
博
君

に
か
け
つ
け
て
い
た
だ
き
総
勢

26
名
で
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

♬
誰
が
生
徒
か
先
生
か
♬

前
校
長
菊
地
治
雄
先
生
に
ご
出

席
い
た
だ
き
、
学
校
の
現
況
、

在
校
生
の
活
躍
ぶ
り
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
に
時
が
過
ぎ
、
次
回
の
再

会
を
約
束
し
お
開
き
と
な
り
、

そ
の
後
は
カ
ラ
オ
ケ
で
又
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
「
楽
し
み
は
、
ま
だ
ま
だ
先

に
あ
る
」
は
高
橋
克
彦
君
の
言

葉
で
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代

夢
と
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
し
ま

し
ょ
う
。

■
岩
高
26
会
第
11
回
総
会
・

懇
親
会
を
開
催

　

岩
手
高
校
昭
和
49
年
卒
業
の

新
26
回
生
の
同
期
会
は
「
岩
高

26
会
」
と
い
い
ま
す
。

　

岩
高
26
会
第
11
回
総
会
・
懇

親
会
を
令
和
２
年
１
月
４
日

（
土
曜
日
）
午
後
４
時
よ
り
盛

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク

ス
の
南
昌
の
間
で
11
名
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
は
鎌
田
浩
二
の
司
会
で
始

ま
り
、
代
表
幹
事
の
吉
田
清
高

よ
り
本
年
は
11
名
と
少
な
い
参

加
者
で
あ
っ
た
が
、
次
回
は
皆

さ
ん
の
協
力
の
も
と
工
夫
し
て

参
加
者
の
拡
大
に
努
め
た
い
旨

を
中
心
に
挨
拶
が
あ
り
、
続
い

て
入
学
時
の
担
任
の
菊
池
軍
次

先
生
よ
り
来
賓
あ
い
さ
つ
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

　

箱
石
寛
之
の
掛
け
声
で
物
故

者
へ
対
し
て
の
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

畠
山
弘
の
開
会
の
こ
と
ば
で

総
会
に
入
り
議
長
に
石
川
清
茂

を
選
出
し
、
古
武
誠
治
よ
り
事

業
経
過
報
告
及
び
決
算
報
告
が

あ
り
、
続
い
て
内
堀
勝
敏
よ
り

監
査
報
告
を
し
て
も
ら
い
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
桜
同
窓
会
報
告
は
佐
藤
隆

（
石
桜
同
窓
会
副
会
長
）
よ
り

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

畠
山
弘
よ
り
総
会
の
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
総
会
は
終
了
し
懇

親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

吉
田
修
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴

に
入
り
、「
あ
い
つ
今
な
に
し

て
い
る
」
と
同
級
生
の
消
息
や

ら
、
夫
々
の
近
況
報
告
、
学
生

時
代
の
思
い
出
話
な
ど
楽
し
い

会
話
で
盛
り
上
が
り
と
て
も
楽

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

■
令
和
２
年
村
桜
会
（
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会
）
を
開
催

し
ま
し
た

　

村
桜
会
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

Ｏ
Ｂ
会
）
を
令
和
２
年
１
月
３

日
（
金
）
午
後
７
時
よ
り
19
名

参
加
の
も
と
、
き
の
え
ね
支
店

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
担
当
の
星
野
信
裕

（
新
46
回
生
）
の
司
会
で
開
会

し
、
最
初
に
長
老
の
小
枝
指 

博
氏
（
新
９
回
生
）
よ
り
挨
拶

を
頂
戴
し
、続
い
て
東
幸
男（
新

39
回
生
）村
桜
会
会
長
よ
り「
昨

年
の
母
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
成

績
等
の
活
躍
状
況
」
の
報
告
を

主
に
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
熊
谷
鉄
郎
（
新
20

回
生
）
の
乾
杯
の
音
頭
で
始
ま

り
、
新
年
正
月
の
開
催
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
夫
々
新
年
の
あ

い
さ
つ
の
交
換
と
近
況
の
話

題
、
そ
し
て
本
年
の
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
の
活
躍
予
想
と
学
生
時

代
の
テ
ニ
ス
の
思
い
出
話
な
ど

で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
懇
親

会
で
し
た
。

　

中
締
め
は
高
橋
秀
彦
（
新
18

回
生
）
の
音
頭
で
威
勢
良
く
締

め
散
会
し
ま
し
た
。

■
令
和
元
年
度
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

Ｏ
Ｂ
会
を
開
催

　

令
和
元
年
10
月
27
日
（
日
）

に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
Ｏ
Ｂ
会
を
ホ

テ
ル
エ
ー
ス
で
11
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
は
小
田
中
忠
義

（
新
19
回
生
）
が
務
め
、
最
初

に
会
長
の
泉
澤
則
夫
（
新
20
回

生
）
か
ら
挨
拶
が
あ
り
「
今
回

は
出
席
者
が
少
な
く
残
念
で
し

た
。
次
回
は
皆
様
の
ご
協
力
の

も
と
多
数
出
席
の
う
え
開
催
し

た
い
。

　

ま
た
、
母
校
の
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
員
募
集
が
少
子
化
で
停
止

に
な
っ
て
い
る
が
残
念
で
な
ら

な
い
。
私
た
ち
も
協
力
す
る
の

で
何
と
か
な
ら
な
い
か
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

来
賓
の
池
口
元
校
長
先
生
、

同
窓
会
村
井
会
長
よ
り
も
同
様

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

竹
原
純
悦
（
新
18
回
生
）
の

乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
に
入

り
、
お
互
い
の
近
況
報
告
交
換

や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
活
の
苦
し

く
も
、
楽
し
か
っ
た
学
生
時
代

の
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
年
が
ら
健
康
、
薬
、

医
者
通
い
等
の
話
も
あ
ち
こ
ち

で
有
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

校
歌
斉
唱
は
長
谷
川
良
久

（
新
20
回
生
）
の
素
晴
ら
し
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
音
頭
で
元

気
よ
く
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

中
締
め
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
の
再
興
を
期
し
て
千
代
川
千

代
吉
（
新
20
回
生
）
の
音
頭
で

威
勢
よ
く
締
め
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
会
を
終
了
し
散
会
し
ま

し
た
。

■
囲
碁
将
棋
部
Ｏ
Ｂ
会
忘
年
会

を
開
催
し
ま
し
た

　

顧
問
の
藤
原
先
生
を
お
招
き

し
て
、
囲
碁
将
棋
部
Ｏ
Ｂ
会
忘

年
会
を
15
名
参
加
で
、
盛
岡
・

「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
」
で
令
和

元
年
12
月
27
日
（
金
）
午
後
６

時
30
分
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
の
母
校
囲
碁
将
棋
部
の

成
績
は
そ
こ
そ
こ
の
成
績
で

あ
っ
た
が
、
目
指
す
全
国
優
勝

を
逃
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
残

念
な
結
果
で
し
た
。

　

そ
の
こ
と
を
皆
で
忘
れ
て
の

忘
年
会
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
や
は
り
悔
し
い

成
績
の
話
が
主
で
し
た
が
、
現

役
時
代
の
囲
碁
将
棋
部
で
の
思

い
出
話
な
ど
夜
の
更
け
る
ま
で

語
り
合
い
、
来
年
こ
そ
は
全
国

優
勝
で
き
る
よ
う
出
来
る
範
囲

で
応
援
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会
・

現
役
選
手
と
Ｏ
Ｂ
の

交
流
試
合
開
催

　

岩
手
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

現
役
選
手
と
Ｏ
Ｂ
と
の
対
抗
戦

（
イ
ー
ス
ト
カ
ッ
プ
）
を
令
和

２
年
７
月
５
日
（
９
：
00
〜

16
：
00
）
に
好
摩
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
Ｏ
Ｂ
会
22

名
、
岩
手
高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

現
役
20
名
、合
計
42
名
で
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
晴
れ
で
し
た

が
少
し
風
が
強
か
っ
た
で
す
。

予
定
時
間
を
１
時
間
程
延
長
し

て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

戦
績
は
団
体
戦
は
現
役
が
６

―
４
で
勝
利
し
個
人
戦
は
Ｏ
Ｂ

に
軍
配
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
趣
旨
は
、
今
年

に
入
り
、
今
迄
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
予

定
さ
れ
て
い
た
全
て
の
大
会
が

中
止
と
な
り
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
Ｏ
Ｂ
会
が
現
役
選
手
に
何
か

し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か
と
考

え
、
交
流
戦
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
終
始
真
剣
試
合
の
様

子
で
し
た
が
、
和
や
か
に
熱
戦

が
進
行
し
予
定
時
間
内
に
終
わ

ら
ず
延
長
、
終
了
後
は
お
互
い

の
プ
レ
ー
を
讃
え
あ
い
、
今
後

の
部
活
の
益
々
の
健
闘
を
祈
願

し
ま
し
た
。

し
い
懇
親
会
で
し
た
。

　

二
次
会
は
有
志
５
名
で
大
通

り
「
Ｏ
Ｊ
Ｏ
」
で
語
り
つ
く
せ

な
い
続
き
で
夜
の
更
け
る
ま
で

語
り
合
い
ま
し
た
。
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第 45号 令和２年８月25日　（火曜日） 　（4）石 桜 同 窓 会 報

上記の通り提案いたします。
令和 2年 7月 1日 岩手中・高等学校同窓会　会長　村　井　紀　之

令和２年度岩手中高等学校同窓会予算（案）
（2020 年 6 月 1 日～ 2021 年 5 月 31 日）

令和元年度岩手中高等学校同窓会決算報告書
（2019 年 6 月 1 日～ 2020 年 5 月 31 日）

上記の通り提案いたします。
令和元年 7月 1日 岩手中・高等学校同窓会　会長　村　井　紀　之

Ⅰ　一般会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和元年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 801,290 801,290 0

前年度繰越金 801,290 801,290 0
会費 4,571,916 4,434,000 137,916

入会金 1,035,000 1,035,000 0 卒業時に納入：5,000円×207 名
終身会費 1,449,000 1,449,000 0 卒業時に納入：7,000円×207 名
賛助会費 1,436,916 1,200,000 236,916 289 名　1団体
総会会費 415,000 500,000 △ 85,000 5,000 円× 83 枚
諸会議会費 236,000 250,000 △ 14,000 理事会費、常任理事会費等

広告料 626,332 625,000 1,332
ホームページ広告料 597,499 600,000 △ 2,501
同窓会報広告料 28,833 25,000 3,833

寄付金 0 10,000 △ 10,000
寄付金 0 10,000 △ 10,000

雑収入 70,008 79,710 △ 9,702
雑収入 70,008 79,710 △ 9,702 お祝い、預金利息

合　　　計 6,069,546 5,950,000 119,546

【支出の部】 
予　算　科　目 決　算　額 令和元年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

会議費 1,099,525 1,180,000 △ 80,475
総会費 573,205 720,000 △ 146,795
諸会議費 526,320 460,000 66,320 理事会、常任理事会等

事業費 3,093,289 3,360,000 △ 266,711
同窓会報発行費 717,420 740,000 △ 22,580 会報印刷代等
同窓会名簿作成費 1,000,000 1,000,000 0 積立金として特別会計へ操出
ホームページ運営費 500,000 500,000 0
生徒会補助金 250,000 250,000 0 学校生徒会への補助
クラブ活動強化育成費 400,000 400,000 0 クラブ強化育成基金へ操出
周年事業積立金 200,000 200,000 0 特別会計へ操出
その他事業費 25,869 270,000 △ 244,131 入会式資料印刷代等

事務費 791,103 675,000 116,103
通信運搬費 774,510 650,000 124,510 郵便料、送料等
消耗品費 0 3,000 △ 3,000 文具、用紙等
印刷製本費 10,273 10,000 273 コピー代等
役務費 6,320 10,000 △ 3,680 振込手数料
その他事務費 0 2,000 △ 2,000 上記以外の事務経費

管理経費 195,126 190,000 5,126
事務手当 50,000 50,000 0 事務局職員手当
役員活動費 145,126 140,000 5,126 活動旅費、ガソリン代、宿泊、日当等

雑費 401,738 450,000 △ 48,262
慶弔費 140,638 100,000 40,638 各支部お祝い、弔電、香典等
雑費 261,100 350,000 △ 88,900 総会広告、各種広告等

予備費 0 95,000 △ 95,000
予備費 0 95,000 △ 95,000

合計 5,580,781 5,950,000 △ 369,219
収支 488,765 円

Ⅱ　特別会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和元年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 825,256 825,256 0

前年度繰越金 825,256 825,256 0
繰入金 1,200,000 1,200,000 0

一般会計より繰入金 1,200,000 1,200,000 0 名簿作成費積立金、周年事業費
広告料 0 100,000 △ 100,000

同窓会名簿広告料 0 100,000 △ 100,000
諸収入 100,007 104,744 △ 4,737

同窓会名簿売上収入 100,000 100,000 0 5,000 円× 20 冊
雑収入 7 4,744 △ 4,737 預金利息
合計 2,125,263 2,230,000 △ 104,737

【支出の部】 
予　算　科　目 決　算　額 令和元年度予算額差引（増△減） 備　　　　　考

名簿作成費 102,383 60,000 42,383
印刷製本費 102,383 60,000 42,383 新卒業生名簿、名簿確認用印刷代

事業費 0 10,000 △ 10,000
周年事業費 0 10,000 △ 10,000

事務費 21,054 32,000 △ 10,946
通信運搬費 21,054 30,000 △ 8,946 名簿郵送費、名簿確認はがき
その他事務費 0 2,000 △ 2,000 封筒、消耗品等

一時借入返還金 1,456,064 1,456,064 0
一時借入返還金 1,456,064 1,456,064 0 クラブ強化育成基金へ

予備費 0 671,936 △ 671,936
予備費 0 671,936 △ 671,936
合計 1,579,501 2,230,000 △ 650,499

収支 545,762 円

Ⅲ　クラブ強化育成基金
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 決　算　額 令和元年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 1,581,531 1,581,531 0

前年度繰越金 1,581,531 1,581,531 0
繰入金 400,000 400,000 0

一般会計より繰入金 400,000 400,000 0 クラブ強化育成費
雑収入 8 2,405 △ 2,397

雑収入 8 2,405 △ 2,397 預金利息等
一時貸付償還金 1,456,064 1,456,064 0

一時貸付償還金 1,456,064 1,456,064 0

合計 3,437,603 3,440,000 △ 2,397

【支出の部】
予　算　科　目 決　算　額 令和元年度予算額 差引（増△減） 備　　　　　考

事業費 577,980 800,000 △ 222,020
教育後援会補助金 200,000 200,000 0 県外大会遠征補助等
部活動褒賞費 377,980 600,000 △ 222,020 褒賞金、図書カード、賞状

一時貸付金 0 0 0
一時貸付金 0 0 0 同窓会名簿作成費

予備費 0 2,640,000 △ 2,640,000
予備費 0 2,640,000 △ 2,640,000
合計 577,980 3,440,000 △ 2,862,020

収支 2,859,623 円

Ⅰ　一般会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 488,765 801,290 △ 312,525

前年度繰越金 488,765 801,290 △ 312,525
会費 3,682,000 4,571,916 △ 889,916

入会金 805,000 1,035,000 △ 230,000 卒業時に納入：5,000 円× 161 名
終身会費 1,127,000 1,449,000 △ 322,000 卒業時に納入：7,000 円× 161 名
賛助会費 1,000,000 1,436,916 △ 436,916
総会会費 500,000 415,000 85,000 5,000 円× 100 枚
諸会議会費 250,000 236,000 14,000 理事会費、常任理事会費等

広告料 625,000 626,332 △ 1,332
ホームページ広告料 600,000 597,499 2,501
同窓会報広告料 25,000 28,833 △ 3,833

寄付金 10,000 0 10,000
寄付金 10,000 0 10,000

雑収入 74,235 70,008 4,227
雑収入 74,235 70,008 4,227 お祝い、預金利息
合　　　計 4,880,000 6,069,546 △ 1,189,546

【支出の部】 
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

会議費 1,130,000 1,099,525 30,475
総会費 600,000 573,205 26,795
諸会議費 530,000 526,320 3,680 理事会、常任理事会等

事業費 2,200,000 3,093,289 △ 893,289
同窓会報発行費 720,000 717,420 2,580 会報印刷代等
同窓会名簿作成費 100,000 1,000,000 △ 900,000 積立金として特別会計へ操出
ホームページ運営費 500,000 500,000 0
生徒会補助金 250,000 250,000 0 学校生徒会への補助
クラブ活動強化育成費 400,000 400,000 0 クラブ強化育成基金へ操出
周年事業積立金 200,000 200,000 0 特別会計へ操出
その他事業費 30,000 25,869 4,131 入会式資料印刷代等

事務費 825,000 791,103 33,897
通信運搬費 800,000 774,510 25,490 郵便料、送料等
消耗品費 3,000 0 3,000 文具、用紙等
印刷製本費 10,000 10,273 △ 273 コピー代等
役務費 10,000 6,320 3,680 振込手数料
その他事務費 2,000 0 2,000 上記以外の事務経費

管理経費 200,000 195,126 4,874
事務手当 50,000 50,000 0 事務局職員手当
役員活動費 150,000 145,126 4,874 活動旅費、ガソリン代、宿泊、日当等

雑費 410,000 401,738 8,262
慶弔費 140,000 140,638 △ 638 各支部お祝い、弔電、香典等
雑費 270,000 261,100 8,900 総会広告、各種広告等

予備費 115,000 0 115,000
予備費 115,000 0 115,000
合計 4,880,000 5,580,781 △ 700,781

Ⅱ　特別会計
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 545,762 825,256 △ 279,494

前年度繰越金 545,762 825,256 △ 279,494
繰入金 300,000 1,200,000 △ 900,000

一般会計より繰入金 300,000 1,200,000 △ 900,000 名簿作成費積立金、周年事業費
広告料 100,000 0 100,000

同窓会名簿広告料 100,000 0 100,000
諸収入 104,238 100,007 4,231

同窓会名簿売上収入 100,000 100,000 0
雑収入 4,238 7 4,231 預金利息等
合計 1,050,000 2,125,263 △ 1,075,263

【支出の部】 
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

名簿作成費 60,000 102,383 △ 42,383
印刷製本費 60,000 102,383 △ 42,383 名簿作成費、新卒業生名簿印刷代

事業費 10,000 0 10,000
周年事業費 10,000 0 10,000 資料作成代

事務費 32,000 21,054 10,946
通信運搬費 30,000 21,054 8,946 名簿郵送費、名簿確認はがき
その他事務費 2,000 0 2,000 封筒、消耗品等

一時借入返還金 0 1,456,064 △ 1,456,064
一時借入返還金 0 1,456,064 △ 1,456,064

予備費 948,000 0 948,000
予備費 948,000 0 948,000
合計 1,050,000 1,579,501 △ 529,501

Ⅲ　クラブ強化育成基金
【収入の部】 単位：円

予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考
前年度繰越金 2,859,623 1,581,531 1,278,092

前年度繰越金 2,859,623 1,581,531 1,278,092
繰入金 400,000 400,000 0

一般会計より繰入金 400,000 400,000 0 クラブ強化育成費
雑収入 377 8 369

雑収入 377 8 369 預金利息等
一時貸付償還金 0 1,456,064 △ 1,456,064

一時貸付償還金 0 1,456,064 △ 1,456,064
合計 3,260,000 3,437,603 △ 177,603

【支出の部】
予　算　科　目 本年度予算額 前年度決算額 差引（増△減） 備　　　　　考

事業費 800,000 577,980 222,020
教育後援会補助金 200,000 200,000 0 県外大会遠征補助等
部活動褒賞費 600,000 377,980 222,020 褒賞金、図書カード、賞状

一時貸付金 0 0 0
一時貸付金 0 0 0 同窓会名簿作成費

予備費 2,460,000 0 2,460,000
予備費 2,460,000 0 2,460,000
合計 3,260,000 577,980 2,682,020
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（5）　 令和２年８月25日　（火曜日） 第 45号石 桜 同 窓 会 報

令和元年 6 月 27 日（木） 第 2 回正副会長会議
   エスポワールいわて
 7 月 1 日（月） 第 2 回常任理事会
   ホテルロイヤル盛岡
 7 月 8 日（月） 第 2 回理事会
   エスポワールいわて
 7 月 16 日（火） 総会会場との打ち合わせ
   メトロポリタンニューウイング
 7 月 29 日（月） 第 3 回総会対策特別プロジェクトチーム会議
   エスポワールいわて
 7 月 29 日（月） 第 1 回会員名簿発行特別委員会
   エスポワールいわて
 8 月 18 日（日） 総会会場との打ち合わせ
   メトロポリタンニューウイング
 8 月 24 日（土） 石桜同窓会総会
   メトロポリタン盛岡本館
 9 月 8 日（日） 第 36 回石桜同窓会ゴルフコンペ
   盛岡カントリークラブ
 10 月 1 日（火） 第 1 回正副会長会議
   エスポワールいわて
 10 月 17 日（木） 第 1 回常任理事会
   ホテルロイヤル盛岡
 11 月 12 日（火） 第 1 回理事会
   エスポワールいわて
 11 月 15 日（金） 石桜同窓会会報第 44 号発行
 12 月 10 日（火） 第 2 回正副会長会議
   エスポワールいわて
 12 月 10 日（火） 第 2 回会員名簿発行特別委員会
   エスポワールいわて
令和 2年 1 月 20 日（月） 第 3 回会員名簿発行特別委員会
   エスポワールいわて
 2 月 17 日（月） 第 1 回総会対策特別プロジェクトチーム会議
   エスポワールいわて
 2 月 27 日（木） 石桜同窓会入会式（中止）
   学校体育館
 3 月 1 日（日） 岩手高校卒業証書授与式
   学校体育館
 3 月 16 日（月） 第 4 回会員名簿発行特別委員会
 4 月 7 日（火） 緊急正副会長会議
   エスポワールいわて
 4 月 14 日（火） 第 2 回総会対策特別プロジェクトチーム会議
   エスポワールいわて
 5 月 1 日（金） 第 3 回正副会長会議　（電話会議）
 5 月 14 日（木） 第 5 回会員名簿発行特別委員会（中止）
   ホテルロイヤル盛岡
 5 月 14 日（木） 常任理事会（中止　文書で報告）
   ホテルロイヤル盛岡
 5 月 21 日（木） 第 37 回石桜ゴルフコンペ（中止）
   八幡平カントリークラブ
 6 月 11 日（木） 監査会
   学校会議室
 6 月 15 日（月） 正副会長会議
   エスポワールいわて
 6 月 常任理事会　　（中止）
 6 月 理事会　　　　（中止）

　（1） 事業計画  
令和 2年 8 月 22 日（土） 石桜同窓会総会（中止）
   メトロポリタン盛岡本館
 9 月 石桜同窓会会報（第 45 号）発行
 9 月 顕彰事業「岩手ラグビーの父 広嶋英雄先生」
   石桜同窓会HPに於いて
 9 月 第 38 回石桜ゴルフコンペ
   盛岡カントリークラブ
 9 月 第 1 回正副会長会議 
 10 月 第 1 回常任理事会 
 10 月 第 1 回理事会 
 10 月 18 日（日） 第 10回土井晩翠先生が作詞した校歌を一緒に歌いましょうの会
   せんだいメディアテークプラザ 1F
令和 3年 2 月 26 日（金） 石桜同窓会入会式（第 73 回卒業生）
   学校体育館
 3 月 1 日（月） 岩手高校賞状・卒業証書授与式
   学校体育館
 4 月 6 日（火） 岩手中学校、岩手高等学校入学式
   学校体育館
 5 月 第 39 回石桜ゴルフコンペ
   八幡平カントリークラブ
 5 月 第 2 回正副会長会議 
 5 月 第 2 回常任理事会 
 5 月 第 2 回理事会 
 8 月 21 日（土） 石桜同窓会総会
   メトロポリタン盛岡本館

　（2） 各支部、クラブOB会、同期会等活動予定 
令和 2年 秋頃 新 12 回生　卒寿を祝う同期会 
 9 月 仙台石桜同窓会総会　　　　（中止）
 10 月 3 日（土） 東京石桜同窓会のつどい　　（中止）
   上野・精養軒
 11 月 18 日（水） 新 18 回生同期会 
令和 3年 3 月 新 20 回生　恩師池口先生の卒寿を祝う同期会
 3 月 ラグビー部OB会総会 
 6 月 歯科医師石桜会総会 

令和元年度事業実施状況
（2019 年 6 月 1 日～ 2020 年 5 月 31 日）

令和 2年度事業計画並びに
各支部、クラブOB会、同期会活動予定（案）について

（2020 年 6 月 1 日～ 2021 年 5 月 31 日）

令和元年 6 月 8 日（土） 歯科医師石桜会総会・講演会・懇親会
   ホテルロイヤル盛岡
 6 月 9 日（日） 九桜会（新 9回生）同期会
   ホテルエース盛岡
 7 月 17 日（水） 新 7 回生同期会
   鶯宿温泉・寿広園
 8 月 10 日（土） ソフトテニス部OB会
   きのえね支店
 8 月 10 日（土） スピードスケートOB会ビヤパーティー
   日の出ビル屋上
 8 月 17 日（土） 石桜剣道部会
   盛岡駅前「うま舎」
 8 月 18 日（日） 石桜体操クラブ懇親会
   サンセール盛岡
 8 月 28 日（水） 石桜末広会（新 8回生）納涼の集まり
   盛岡駅前「うま舎」
 9 月 7 日（土） 仙台石桜同窓会総会
   仙台ガーデンパレス
 10 月 5 日（土） 第 37 回東京石桜同窓会のつどい
   上野・精養軒
 10 月 20 日（日） 新 20 回生恩師池口杜孝先生米寿を祝う会・同期会
   ホテルエース盛岡
 10 月 26 日（土） 新 11 回生卒業 60 周年と傘寿を祝う会
   盛岡・利衛門
 10 月 27 日（日） ハンドボール部ＯＢ会総会
   ホテルエース盛岡
 11 月 16 日（土） 新 18 回生同期会
   繋温泉・ホテル大観
 11 月 23 日（土） 新 19 回生同期会
   盛岡・「串え」
 11 月 30 日（土） 日大石桜会総会
   桜山神社前「花の屋」
 12 月 6 日（金） 旧職員会
   きのえね支店
 12 月 11 日（水） 宮古地区石桜同窓会
   レストランほりた
 12 月 27 日（金） 囲碁将棋部OB会忘年会
   盛岡・「いろはにほへと」
令和 2年 1 月 3 日（金） ソフトテニス部OB会
   きのえね支店
 1 月 4 日（土） 新 26 回生同期会
   盛岡グランドホテルアネックス
 3 月 13 日（金） 雫石石桜会総会
   雫石・上野旅館
 3 月 21 日（土） ラグビー部OB会第 9回定期総会　（中止） 

各支部、クラブＯＢ会、同期会等活動状況報告
（2019 年 6 月 1 日～ 2020 年 5 月 31 日）
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第 45号 令和２年８月25日　（火曜日） 　（6）石 桜 同 窓 会 報

●平成 30 年 石桜同窓会会員名簿発売中
同窓会名簿を発売中です。申し込みは会報に同封した振込用紙をご利用いただくと便利です。
1冊 5,000 円（税込）　申し込み、問い合せは同窓会事務局まで。

母校ホームページとあわせ、同窓会のホームページも開設中
●岩手高校ホームページアドレス　　http://www.iwate-jh.ed.jp
●石桜同窓会ホームページアドレス　新 https://sekiou-ob-com/wp/
　　　　　　　　　　　　　　　　　旧 http://sekiou-ob-com
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令
和
２
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１
月
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日
〜

　
　
　
　
　

１
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15
日

 

会
場　

喫
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マ
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編
集
後
記

　

石
桜
同
窓
会
報
は
例
年
11
月

に
発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
本
年
45
号
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
等
の
社
会

情
勢
の
な
か
、「
令
和
２
年
度

石
桜
同
窓
会
総
会
」
が
中
止
と

な
り
役
員
（
会
長
以
下
学
年
理

事
、
各
支
部
（
地
域
・
職
場
）

代
表
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
代
表
）

に
よ
る
「
書
面
決
議
」
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
一
日
も
早
く
会

員
の
皆
様
に
報
告
さ
せ
て
頂
く

た
め
に
、
前
倒
し
で
８
月
に
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
状
の
社
会
情
勢
の

な
か
、
各
同
期
会
、
各
支
部
、

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
と
も
活
動
が
軒

並
み
中
止
と
な
り
会
報
で
報
告

す
る
記
事
も
少
な
く
、
紙
面
が

総
会
資
料
的
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

一
日
も
は
や
く
こ
の
状
況
が

終
結
し
て
同
窓
会
活
動
が
活
発

に
な
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ご
自
愛
の
上
益
々
の
ご
隆

昌
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　累　計　　　　　　　 直近 1年
　　　　　　　　2008.8.31～ 2020.5.31　　　 2019.6.1 ～ 2020.5.31
　　　　　　　　　 （12 年 2 ヶ月）

旧HP
ページビュー数
Page view
（ウェーブサイトを訪れたユーザーの延べ閲覧数）

新HP
ページビュー数

新旧合計　　　　　240,573　　　　　　　　　　　　30,042

ユーザー数
Visit　　  新旧合算
（指定した集計期間において、サイトへの訪問した人数から重複を除いた人数）

新規＆更新数
新旧合算

ページ作成数
（A4換算）新旧合算

バナー広告
名刺広告 1

You Tubeアップ数
※ 旧 HPは 2008.8.31 ～ 2019.2.14 迄で、以後は新HPに移行

208,592 5,459

2019.2.15 ～ 2020.5.31
31,981

2019.6.1 ～ 2020.5.31
24,583

27,314 5,043

1,358 69

4,144 248

66

95 10

⇨⇨

Report from Sekiou Website
広報担当よりHPについて報告　（2020.5.31 現在）

１．動画対策１．動画対策
　　　●ビデオカメラの貸付　　　●ビデオカメラの貸付
　　　●希望団体への出張撮影　　　●希望団体への出張撮影
　　　●You Tube への掲載　　　●You Tube への掲載
２．アクセス向上対策２．アクセス向上対策
３．バナー広告拡大対策と名刺広告３．バナー広告拡大対策と名刺広告
４．情報提供の依頼４．情報提供の依頼

●令和3年度　石桜同窓会総会
期日 令和 3 年 8月 21 日（土）
 17：00 より
会場　ホテルメトロポリタン盛岡本館
 

● 令和3年度　東京石桜同窓会のつどい
期日　令和 3年 10 月 2 日（土）
会場　東京・上野精養軒
 

● 令和3年度　仙台石桜同窓会総会
期日　令和 3年 9月
会場　仙台市

●令和2年度　石桜同窓会入会式
期日　令和 3年 2月 26 日（金）
会場　岩手高校体育館
 

●令和3年度　石桜ゴルフコンペ
第 39 回コンペ
期日　令和 3年 5月
会場　八幡平カントリークラブ

第 40 回コンペ
期日　令和 3年 9月
会場　盛岡カントリークラブ

■ 同窓会行事 開催案内 ■

今後の活動方針

令和 2年度石桜同窓会書面議決の結果
・議案
第 1号議案
　令和元年度事業実施状況報告について 賛成 113 票、反対 0票、無効 0票

第 2号議案
　令和元年度一般会計・特別会計・クラブ強化育成基金に係る決算書報告
　並びに監査報告について 賛成 113 票、反対 0票、無効 0票

第 3号議案
　令和 2年度事業計画について 賛成 113 票、反対 0票、無効 0票

第 4号議案
　令和元年度一般会計・特別会計・クラブ強化育成基金に係る予算について
 賛成 113 票、反対 0票、無効 0票
・結果
　第 1号議案から第 4号議案までの議案について、満場一致の賛成をもって
可決されました。
（賛成で回答 65 票　未回答 48 票　未回答は前もって委任されたものとする
ことを連絡済みですので 113 票の満場一致の賛成とさせて頂きました）
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止
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お
知
ら
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和
２
年
10
月
３
日
（
土
）

に
開
催
予
定
の
「
東
京
石
桜
同
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ど
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」
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
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の
た

め
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
連
絡
申
し
上
げ

ま
す
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仙
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会
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令
和
２
年
９
月
に
開
催
予
定
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石
桜
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窓
会
総
会
」

は
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新
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コ
ロ
ナ
ウ
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ル
ス
感

染
予
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ら
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り
ま
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で
、
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申
し
上
げ
ま
す
。

・ 

第
10
回
記
念
大
会
の
「
土
井

晩
翠
先
生
が
作
詞
し
た
校
歌

を
い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま
し
ょ

う
の
会
」
の
延
期
の
お
知
ら

せ

　

令
和
２
年
10
月
18
日
に
せ
ん

だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
プ
ラ
ザ

で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
の
た
め
、
令
和
３
年

10
月
17
日
（
日
）
に
延
期
と
な

り
ま
し
た
の
で
ご
連
絡
申
し
上
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ま
す
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令
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２
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窓
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彰
事
業

　
「
岩
手
ラ
グ
ビ
ー
の
父
・

　
　

広
嶋
英
雄
先
生
」

　

同
窓
会
は
本
年
度
顕
彰
事
業

と
し
て
「
岩
手
ラ
グ
ビ
ー
の

父
・
広
嶋
英
雄
先
生
」
と
題
し

て
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
に
お
い
て
広
嶋

英
雄
先
生
を
顕
彰
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

昭
和
２
年
３
月
31
日
、
岩
手

中
学
校
創
立
２
年
目
に
日
本
体

育
体
操
学
校
（
現
日
本
体
育
大

学
）
卒
業
の
広
嶋
英
雄
先
生
が

赴
任
。

　

鈴
木
卓
苗
初
代
校
長
の
「
独

立
独
歩
の
た
く
ま
し
い
青
年
を

育
て
る
」
と
い
う
教
育
方
針
を

立
て
て
い
た
。

　

広
島
先
生
は
、
そ
の
趣
旨
に

の
っ
と
っ
て
ラ
グ
ビ
ー
を
取
り

上
げ
「
日
本
は
武
芸
に
よ
っ
て

高
潔
な
武
士
道
が
養
わ
れ
、
イ

ギ
リ
ス
で
は
ラ
グ
ビ
ー
に
フ
ェ

ア
プ
レ
ー
を
重
ん
じ
る
紳
士
が

作
ら
れ
る
。
ラ
ク
ビ
ー
の
も
つ

最
も
男
性
に
ふ
さ
わ
し
い
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
自
制
と
教
養

を
学
べ
」
と
説
い
た
。

　

学
校
で
は
岩
手
県
で
初
め
て

10
個
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
を
購
入

し
て
体
育
の
正
課
と
し
て
採
用

さ
れ
、
昭
和
２
年
４
月
５
日
を

期
し
て
、
岩
手
公
園
グ
ラ
ン
ド

で
ラ
グ
ビ
ー
部
の
発
会
式
を
上

げ
た
。

　

昭
和
３
年
５
月
５
日
に
岩
手

公
園
グ
ラ
ン
ド
で
学
級
対
抗
試

合
を
催
し
た
。
こ
の
試
合
が
岩

手
県
で
初
め
て
の
試
合
で
あ
っ

た
。

　

以
来
昭
和
23
年
に
盛
岡
工
業

高
校
に
王
座
を
明
け
渡
す
ま
で

岩
手
中
学
校
、
岩
手
高
校
の
ラ

グ
ビ
ー
黄
金
時
代
が
続
い
た
。

　

こ
の
続
き
は
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。（
９
月
掲
載
予
定
）晩年の広嶋先生

赴任当時の広嶋先生岩手初めてのラグビー試合
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